
○
町
道
認
定
に
関
す
る
請
願

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

（
要
旨
）
請
願
地
域
住
民
は
、

ゴ
ミ
出
し
の
集
積
場
所
も
遠

く
、
日
常
的
に
不
便
で
苦
慮

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
新
県

道
宮
田
〜
遠
賀
線
と
町
道
庚

申
堂
及
び
芋
畑
〜
薙
町
線
を

結
ぶ
里
道
を
、
生
活
道
路
と

し
て
町
道
に
認
定
整
備
し
て

い
た
だ
く
よ
う
求
め
る
。

請
願
者

古
門
区
長
　
　
添
田
　
正
博

古
門
北
区
長
　
白
土
　
忠
幸

紹
介
議
員

仲
野
　
　
守

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
に
関
す
る
陳
情

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

（
要
旨
）
義
務
教
育
費
は
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

国
民
と
し
て
必
要
な
基
礎
的

資
質
を
培
い
、
社
会
人
と
な

る
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
す
。
教
育
の
全
国
水
準

や
機
会
均
等
を
確
保
す
る
義

務
教
育
の
基
盤
づ
く
り
は
、

国
の
責
務
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
設
け
ら
れ
た
の
が
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
制

度
は
国
と
地
方
が
義
務
教
育

に
係
わ
る
共
同
責
任
を
果
た

す
た
め
の
も
の
で
す
。
政
府

は
「
三
位
一
体
改
革
」
に
係

わ
っ
て
、「
基
本
方
針
２
０

０
４
」
で
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
が
検

討
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
反
対
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
。

陳
情
者

福
岡
県
教
職
員
組
合
直
鞍
支

部

支
部
長
　
梶
原
　
正
実
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○
地
方
財
政
計
画
・
地
方
交

付
税
等
の
見
直
し
の
意
見
書

採
択
を
求
め
る
陳
情

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

（
要
旨
）
政
府
が
進
め
る

「
三
位
一
体
改
革
」
の
中
で

行
わ
れ
た
地
方
交
付
税
と
臨

時
財
政
対
策
債
の
削
減
は
、

自
治
体
の
予
算
編
成
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
地
方
交
付
税
等

削
減
に
反
対
し
、
２
０
０
４

年
度
地
方
財
政
計
画
を
見
直

す
よ
う
に
、
国
に
対
し
て
次

の
内
容
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
。

１
、
平
成
16
年
度
地
方
財
政

計
画
、
地
方
交
付
税
・
臨
時

財
政
対
策
債
を
見
直
し
、
地

方
公
共
団
体
に
財
源
を
保
障

す
る
こ
と
。

２
、
三
位
一
体
改
革
に
つ
い

て
は
、
地
方
公
共
団
体
と
充

分
な
協
議
を
行
な
い
、
基
幹

税
源
を
移
譲
す
る
と
と
も

に
、
地
方
交
付
税
の
財
源
調

整
機
能
及
び
財
源
保
障
機
能

を
維
持
・
拡
充
す
る
こ
と
。

陳
情
者

福
岡
県
自
治
体
労
働
組
合
総

連
合

執
行
委
員
長
　
梅
野
　
　
肇

○
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別

交
付
金
の
継
続
・
改
善
を
求

め
る
陳
情（

全
員
賛
成
で
採
択
）

（
要
旨
）こ
の
交
付
金
は
、雇
用

期
間
が
６
カ
月
で
、
予
算
額

が
小
額
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

弱
点
を
も
ち
な
が
ら
も
、政
府

が
実
施
し
て
き
た
数
あ
る
雇

用
対
策
の
中
で
唯
一
、実
績
を

あ
げ
、
失
業
者
の
つ
な
ぎ
就

労
と
し
て
の
役
割
を
不
十
分

な
が
ら
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
付
金
を
、
失
業
者

に
対
す
る
就
労
対
策
事
業
と

し
て
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る

よ
う
、
国
に
対
し
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
。

１
、
交
付
金
を
、
２
０
０
５

年
度
（
平
成
17
年
度
）
以
降

も
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
。

２
、
実
施
要
綱
や
運
用
方
法

な
ど
、
実
施
主
体
で
あ
る
地

方
自
治
体
が
運
用
し
や
す
い

よ
う
改
善
す
る
こ
と
。

陳
情
者

全
日
本
建
設
交
運

一
般
労
働
組
合
福
岡
県
本
部

鞍
手
建
労
支
部
執
行
委
員
長

安
田
　
　
誠

鞍
手
支
部
執
行
委
員
長

龍
田
　
光
弘

陳
　
情

請
　
願

○
筑
豊
労
災
病
院
の
廃
止
計

画
を
見
直
し
一
層
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
請

願

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

（
要
旨
）
筑
豊
労
災
病
院
は
、

平
成
19
年
度
中
に
廃
止
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

筑
豊
労
災
病
院
は
、
労
働

災
害
に
よ
る
負
傷
、
疾
病
に

つ
い
て
予
防
か
ら
治
療
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
職
場

復
帰
に
至
る
一
貫
し
た
高

度
・
専
門
的
医
療
を
行
う

「
勤
労
者
医
療
」
と
い
う
、

本
来
の
使
命
で
あ
る
労
災
職

業
病
対
策
の
機
能
に
加
え
、

公
的
医
療
機
関
と
し
て
救
急

医
療
を
は
じ
め
と
す
る
、
地

域
医
療
に
お
い
て
も
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
、

廃
止
計
画
を
見
直
し
、
よ
り

一
層
の
充
実
を
目
指
す
こ
と

を
求
め
る
。

請
願
者

筑
豊
労
災
病
院
の
維
持
存
続

を
求
め
る
会
準
備
会

代
表
世
話
人
　

赤
崎
　
照
美
　

紹
介
議
員

香
原
　
　
暹

○
町
内
業
者
の
育
成
と
経
営

の
安
定
、
町
内
労
働
者
の
雇

用
確
保
に
関
す
る
陳
情

（
賛
成
７
、
反
対
８
で
不
採

択
）

（
要
旨
）地
方
財
政
も
圧
迫
さ

れ
、
公
共
事
業
予
算
の
削
減

が
続
く
中
、
町
内
業
者
の
育

成
と
経
営
の
安
定
、
町
内
労

働
者
の
雇
用
確
保
の
た
め
、

次
の
事
項
を
陳
情
い
た
し
ま

す
。

１
、
発
注
工
事
額
を
町
内
ラ

ン
ク
の
業
者
が
受
注
出
来
る

額
に
す
る
。

２
、
一
般
土
工
及
び
構
造
物

と
舗
装
工
事
が
分
割
施
工
さ

れ
た
場
合
、
請
負
施
工
額
は

減
少
し
、
設
計
額
は
割
高
と

な
る
の
で
合
併
発
注
す
る
。

３
、
合
併
は
、
受
注
競
争
の

激
化
を
ま
ね
く
が
、
地
域
の

発
展
は
、
そ
の
地
域
を
熟
知

し
た
建
設
業
者
の
施
工
で
実

施
さ
れ
る
よ
う
検
討
し
て
下

さ
い
。

陳
情
者

鞍
手
町
建
設
業
者
一
同
　

代
表
者三

新
建
設
　
三
坂
　
隆
太




